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◎ 
I I 月 15 日（木）

講 師
たなか おさむ

田中修氏

テーマ

植物学者、甲南大学特別客員教授

r植物たちの豊かな生き方を学ぶ」

1947年、京都市生まれ。京都大学農学部卒業、同大学院博士課程修了。
スミソニアン研究所（アメリカ）博士研究貝などを経て、甲南大学理工学部教授を務め、現職。農学博士。
専門は、植物生理学。

【著 書】 ※以下単著のみ

「ありがたい植物」(2016幻冬舎新書）
「植物学「超」入門」(2016アイ新書、ソフトバンククリエイテイブ）
「植物はすごい七不思議篇」(2015中公新書）
「植物の不思議なパワー」(2015 NHK出版）
「植物は命がけ」(2014中公文庫）
「植物は人類最強の相棒である」(2014 PHP新書）
「フルーツひとつばなし」(2013講談社現代新書）
「植物のあっぱれな生き方」(2013幻冬舎新書）
「植物はすごい」(2012中公新書）

【主な出演番組】
NHKラジオ「夏休み子ども科学電話相談」「冬休み子ども
科学電話相談」「カルチャーラジオ」「ラジオ深夜便」など
朝日放送ラジオ「おはようバーソナリティ道上洋三です」
NHKテレビBSプレミアム「アインシュタインの眼」
朝日放送テレビ「ガラスの地球を救えスペシャル「ワンダー

アース」」

「タネのふしぎ」(2012アイ新書、ソフトバンククリエイテイブ）
「都会の花と木」(2009中公新書）
「花のふしぎ100」(2009ァイ新書、ソフトバンククリエイテイブ）
「葉っぱのふしぎ」(2008アイ新書、ソフトバンククリエイテイブ）
「雑草のはなし」(2007中公新書）
「入門たのしい植物学」(2007講談社、ブルーバックス）
「クイズ植物入門」(2005講談社、ブルーバックス）
「ふしぎの植物学」(2003中公新書）
「つぽみたちの生涯」(2000中公新書） など

日本テレビ「世界一受けたい授業」
フジテレビ「宇宙一頭のよいワイドショ ー」
BS日テレ「加藤浩次の本気対談『コ ージ魂』」
TBSテレビ「眠くならない超教科書」
テレビ大阪「科学でムチャミタス」 など
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Program 
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北岡樹

8th Mini �

2. サンジェルマンヘおいでよ

3. パリの屋根のF

4. 白いバラ

5. 夜の通行人に捧ぐ

6. 水に流して

ョ戸l叫

シャンソンとピアノの演奏

1. シャンソン・メドレ 一

（ろくでなしオ ー シャンゼリゼサントワマミーー恋心ーラストダンスは私と）

※曲目は変更する場合があります。

次回の
7 

ご案内
講 師

テ ー マ

なかぞの

中園ミホ氏 脚本家

木

◎〗
r働くことは生きること

～逆境が私を育ててくれた �J

（きたおかみき）／シャンソン
福岡生まれ、大阪在住。1980年より 、独学で発声を学び、87年シャンソン歌手麻生夏世氏に師事してシャンソンを
学ぶ。90年大阪の老舗シャンソニエ ジルベールベコ ーのオーデイション合格を機にプロに転向、出口美保氏に
師事する。91年にシャンソンでデビュ ー 。97年より毎年ソロコンサ ー トを行い、CDアルバムを5枚シングルを3枚
リリースし、バンド活動も行っている。03年05年と大阪ブルーノートでの昼夜公演も成功させた。最近では、ポップス、
ラテン、タンゴもレパートリーに加え、S ・ミッキーズのバンド活動もしている。このメンバ ーとのCD〔M訳I入を゜6年6月l日
に発売。他にCD[セピア色の風］「97年リサイタルライヴ盤」。心を歌い上げる奥深い声と表現力には定評がある。
定期コンサ ートは大阪、東京、福岡、伊勢など。ライブハウス（ベコ ー、アートクラブ、ミスタ ーケリーズ、パリ野郎、ラグ

--- タイム大阪、アートカフェフレ／ス、ノヴェンバ ーイレブンス、QUI, 池之端QUI、アミドシャンソンなどに出演）、ホテルの
デイナーシヨ ー、ワ ールドクルージングの工ンタ ーテイメントなど出演多数。過去には高英夫、深緑夏世、石井好子、坂本スミ子他た＜さんの
方々とステ ージで共演も果す。ボランティア活動も活発に行い、特に子供たちに向けてのチャリティー コンサ ー トに力を入れている。
数年前にはペルーのクスコでコンサ ートに参加した。

佐藤金之助（さとうきんのすけ）／ピアノ
音大ピアノ科在学中より演奏活動開始。レストランなどの
生演奏、t専覧会のパビリオンでの演奏、作曲等する。
その後、東京にて著名アーテイストのツアーメンバーとして、
全国を回る。活動の拠点を出身地の福岡に戻し、現在
はシャンソン伴奏・指導を筆頭に、主にビ ーリング系ピアノ
を弾き、北海道から沖縄まで全国津々浦々出向き、各種
コンサ ート、ライブに出演している。大柄な体格のイメ ージ
とは裏腹に優しい音使いを得意とする。最近はシャンソン

歌手としての活動も展開中。フランス•スペイン等海外公演に出演。海援隊·千葉
和臣、女優 ・ 渡辺えり 各氏との共演もある。（特非）日本シャンソン ・カンツォ ー ネ
振輿協会理事。

〗

£
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第22期

第 7回

前回のミニコンサ ー ト

10/19(金）

川波宰恵さんのバンドネオン演奏

次回のミニコンサ ー トは、 rRKB アナウンサーによる朗読」をお楽しみいただく予定です。

見
事
な
紅
葉
を
見
る
時
期
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た 。
今
年
の
夏
の

暑
さ
が
懐
か
し
く
さ
え
感
じ
る

ほ
ど
秋
真
っ
盛
り
！

橋
下
徹
さ
ん

の
講
演
会
は
静
か
な
秋
と
い
う
よ

り
夏
を
感
じ
さ
せ
る
熱
い
思
い
で

時
局
を
斬
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

そ
の
タ
イ
ト
ル
に
因
ん
で 、
今
回

は
尖
が
っ
た
花
た
ち
を
集
め
て
い

ま
し
た 。
オ
レ
ン
ジ
の
ス
ト
レ
リ
チ

ア 、
ユ
リ
も
花
び
ら
が
尖
が
っ
た
も

の 。
ア
ン
ス
リ
ュ
ー

ム 、
紫
の
バ
ン
ダ 、

ハ
ラ
ン
の
菓 、
キ
イ
チ
ゴ
の
葉 、
と

げ
と
げ
の
エ
リ
ン
ジ
ュ
ー

ム
な
ど 。

そ
ん
な
尖
が
っ
た
も
の
の
中
で
可

愛
ら
し
く
て
目
立
っ
て
い
た
枝
は

工
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ 。
紅
い
さ
＜
ら
ん

ぼ
の
よ
う
な
小
さ
い
実
で
す
が 、

タ
イ
ト
ル
と
は
反
対
に
橋
下
徹

さ
ん
の
明
る
く
て
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

な
印
象
に
ぴ
っ
た
り
の
枝
で
し
た 。

協力：フラワ ー ショップ
アヴィ ー ダ



第
22
期
九
州
文
化
塾（
毎
日
新
聞
社 、
R

K
B
侮
日
放
送
主
催 、
サ
ン
デ
ー

新
聞
協

賛）
の
第
7
回
講
座
が
10
月
19
日 、
福
岡
市

中
央
区
天
神
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォニ
］

ホ
ー

ル
で
あ
り 、
大
阪
府
知
事
と
大
阪
市
長

を
務
め
た
橋
下
徹
さ
ん
(

49
)

が「
橋
下
徹

の一
刀
両
断
！

時
局
を
斬
る」
と
題
し
て

講
演
し
た 。
来
場
者
1
3
3
0
人
が
聴
き

入っ
た 。

橋
下
さ
ん
は
知
事
や
市
長
時
代
に
す
す

め
た「
身
を
切
る
改
革」
や
教
育
予
算
を
増

ま
だ
お
若い
で
す
か
ら 、
国
政
に
立

ち
向
かっ
て
日
本
を
変
え
て
下
さい 。

日
本
を
乗っ
取
ら
れ
そ
う
な
不
安
が

あ
り
ま
す 。
ぜ
ひ
頑
張っ
て
下
さい 。

今
日
は 、
あ
り
が
と
うご
ざい
ま
し
た 。

（
福
岡
市
南
区

神
田

克
子）

●
話
が
分
か
り
や
す
かっ
た 。
久
し

ぶ
り
に
講
演
ら
しい
講
演
を
聞い
た 。

大
阪の
話
が
多
かっ
た 。
もっ
と
H
本

全
体
の
話
を
聞
き
た
かっ
た 。
教
育

が
大
事
と
言
わ
れ
る 。
私
も
そ
う

思
う 。
若い
で
す
ね 。

（
福
岡
市
早
良
区
下
園

●
さ
す
が
橋
下
さ
ん
で
す 。
ずつ
と

思っ
てい
た
事
と
同
じ
よ
う
な
事
を

ず
ばっ
と
言っ
て
頂
き
ま
し
た 。
高
齢

者
福
祉
も
大
事
だ
が 、
次
世
代の
為

に 、
若い
人
の
為
に
税
金
を
使
お
う

と
地
方の
首
長
と
し
て
実
践
し
て
み

せ
た
上
で 、
全
国
に
広
め
る
に
はゼロ

歳
児
か
ら
投
票
権
を
と
か
白
票
で

の
投
票
と
か 、
私
達
に
出
来
る
方
法

を
教
え
て
も
らい
ま
し
た 。
私
も
66

歳
で
す
が 、
高
齢
者へ
の
行
き
過
ぎ

た
補
助
金
よ
り
子
ど
も
や
孫
の
世

代
に
役
立っ
政
策
を
政
治
家
に
は

行っ
て
頂
き
たい
で
す 。
橋
下
さ
ん
が

政
界
を
引
退
さ
れ
た
理
由
も
分
か

り 、
と
て
も
すっ
き
り
出
来
る一
日
で

し
た 。
あ
り
が
と
うご
ざい
ま
し
た 。

（
福
岡
県
久
留
米
市
園
井
武
昭）

●
多
くの
人
が「
橋
下
さ
ん
は
ど
う

し
て
衆
議
院
に
出
ないの
か」
と
思っ

玲
子）

や
す「
次
枇
代
の
成
長
を
支
え
る
大
阪

市
の
取
り
組
み」
な
ど
の
政
策
を
実
績
を

交
え
な
が
ら
紹
介 。
「
教
育
に
税
金
を
同

す
こ
と
は
政
治
の
使
命 。
次
世
代
の
国
づ

く
り
に
つ
な
が
る」
と
語っ
た 。
来
年
10
月

に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
増
税
に
も
触
れ

「
増
税
す
る
前
に
国
会
議
員
の
人
数
や
給

与
な
ど 、
無
駄
な
予
算
を
減
ら
し 、
そ
の
上

で
国
民
に
負
担
を
お
願
い
す
るべ
き
だ」
と

述べ
た 。

橋
下
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
弁
護
士
登

録 。
2
o
0
8
年
に
大
阪
府
知
事
に
就
任 。

11
年
か
ら
大
阪
市
長
を
務
め
た 。
任
期
満

了
に
伴
い
15
年
12
月
に
政
界
を
引
退 。
現

在
は
講
演
や
執
鉦
な
ど
で
活
躍
す
る 。

2
o
l
8
年
10
月
20
日
付

毎
日
新
聞
朝
刊

批f
低

てい
る
事
を
耳
に
し
てい
ま
し
た
が 、

今
日
のご
本
人
の
お
話
で「
衆
院
議

員
に
な
る
と
群
れ
に
な
ら
ない
とい

け
ない
の
で 、
自
分
に
は
向い
てい
な

い」
と
い
う
お
話
を
聞い
て
納
得
し

ま
し
た 。
大
阪の
知
事
や
議
員
の
給

与
を
下
げ
た
と
い
う
事
も
初
め
て

聞
き 、
感
心
し
ま
し
た 。
現
在
の
国

会
議
員の
給
与
がべ
ら
ぽ
う
に
高い

とい
う
事
や
消
費
税
は
上
げ
る
必

要
が
ない
と
い
う
話
も
納
得
し
ま

し
た 。
本
当
に
明
太
子
を
贈っ
て
あ

げ
たい
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が 、

ま
だ
送っ
てい
ま
せ
ん 。

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
演
奏 、
初
め
て

聞い
て
感
動
し
ま
し
た 。

（
福
岡
市
中
央
区
高
須

●「一
刀
両
断
！」 。
ど
ん
な
お
話
が

聞
け
る
だ
ろ
う
と
楽
し
み
に
し
てい

ま
し
た 。
島
国
日
本
に
とっ
て 、
人
材

育
成
こ
そ
が一
番
大
切
だ
とい
う
信

念
を
貰
き
通
し
てい
らっ
しゃ
る
姿

が
良
く

分
か
る
講
演
で
し
た 。
辛
口

の
言
葉
の
陰
に
幼い
者 、
弱い
者へ
の

温
か
な
視
線
も
感
じ
る
事
が
出
来

ま
し
た 。
私
の
長
女
に
は
4
人
の
子

ど
も
がい
ま
す 。「
何
で
こ
ん
な
に
お

金
が
か
か
る
ん
だ
ろ
う
？」
と
愚
痴

り
な
が
ら
も ‘一
人
ひ
と
り
の
可
能

性
を
伸
ば
し
て
や
り
たい
と
奮
闘
す

る
姿
を
見
てい
ま
す
の
で 、
7
人
の

子
ど
も
さ
ん
の
お
父
さ
ん
で
も
あ
る

橋
下
さ
ん
に
共
感
を
覚
え
ま
し
た 。

今
の
日
本
に
は 、
次
世
代
の
事
を
本

当
に
考
え
る
シス
テム
作
り
が
必
要 矯）

だ
と
私
も
思い
ま
す ゜
0
歳
か
ら
選

挙
権
を
与
え
る
と
言
う
ア
イ
デ
ア

も 、
と
て
も
面
白い
と
思い
ま
し
た 。

（
福
岡
県
三
瀦
郡
二
俣
実
枝）

●
橋
下
さ
ん
の
講
演 、
ス
カッ
と
し

た 。
大
阪
府
知
事 、
大
阪
市
長
と
し

て
の
実
績
に
基
づ
＜
か
ら
か 、
話
に

説
得
力
が
あっ
た 。
多
く
の
点
で
共

感
を
覚
え
た 。
7
人
の
子
持
ち
で
あ

る
彼
に
は
及
ば
ない
が 、
私
も
3
人

を
育
て
た 。
教
育
費
に
もっ
と
充
て

るべ
き
だ
と
い
う
主
張
に
は 、
と
り

わ
け
共
感
し
た 。
熱
弁の
根
底
に
は 、

誠
実
さ
や
優
し
さ
が
あ
る
と
見
た 。

コン
サ
ー
ト

が
すこ
ぶ
る
良
かっ
た 。

「
悪
魔の
楽
器」
の
異
名
を
持つバン

ド
ネ
オン
を
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
自
在

に
操
り 、
人
を
心
酔
さ
せ
る
川
波
幸

恵
さ
んの
能
力
に
敬
服
し
た 。

（
長
崎
県
長
崎
市
丸
尾
典
子）

●「
行
列の
で
き
る
法
律
相
談
所」
の

頃
か
ら
大ファン
だっ
た
橋
下
弁
護
士

の
講
演
を
拝
聴
で
き一
H 、
楽
しい
気

持
ち
で
し
た 。
日
本
の
1
o
0
年
先

ま
で
見
据
え
た「
次
但
代
の
為」
に

本
来
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ない
事
は 、

教
育
に
予
算
を
重
点
配
分
す
る
事

と
の
主
張
は
的
を
射
てい
る
が 、
あ

ま
り
聞
か
ない
意
見
で
し
た 。
私
も

68
歳
の
高
齢
者
で
年
金・
医
療
と
国

の
税
金
を
多
く
配
分
さ
れ
てい
る
世

代
で
す
が 、
次
世
代
の
為
に
は
少々

の
カッ
ト
は
我
慢
すべ
き
だ
と
反
省

し
ま
し
た 。
大
阪
市の
高
齢
者の
無

プ
ー
マ

講
師

橋
下

徹
氏

「
橋
下
徹
の一
刀
両
断
！

時
局
を
斬
る
」

増
税
前
に
身
を
切
る
改
革
を

次
世
代
の
為、

教
育
費
増
や
せ

選
挙
で
は
白
票
で
意
思
表
示
を

博）

◆
今
期
文
化
塾
の
H
玉
と
し
て
大

い
に
期
待
し
た
講
演
は 、
予
想
通
り

痛
快
で「
為
に
な
る」
90
分
で
し
た 。

「
た
か
じ
んの
そこ
ま
で
言っ
て
委
員

会」
の
頃
か
ら
の
ファン
で 、
当
時
は

若
さ
と
傍
若
無
人
な
発
言
が
目

立っ
てい
ま
し
た 。
大
阪
府
知
事 、
大

阪
市
長
を
経
験
さ
れ 、
説
得
力
あ
る

意
見
や
統
率
力
に
磨
き
が
か
か
り 、

日
本
の
将
来
を
担
え
る
人
材
に
な

ら
れ
た
事
に
敬
服
し
て
お
り
ま
す ゜

今
回
の
講
演
で
初
め
て
知っ
た
事
が

あ
り
ま
し
た 。
大
阪
市
で
の
70
歳
以

上
に
交
付
さ
れ
てい
た「
無
料パス」

や
新
聞
の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用

の
事
で
す 。

高
齢
者に
も
応
分の
負
担
を
求
め

る
事
は 、
自
ら
の
痛
み
を
伴
う
改
革

が
あっ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も
の
と

納
得
し
ま
し
た 。
今
後の
日
本
に
求

め
る
事 、
若
者
ら
に
向
け
た
様々
な

教
育
改
革
は
大い
に
賛
同
し
ま
す 。

先
人
の
築い
た
素
晴
ら
しい
国
家
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
に
は ：
人
財ク

が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
橋
下
氏

の
提―――-＝
は 、
将
来
の
日
本
の
行
方
を

左
右
す
る
もの
で
真
剣
に
議
論
を
深

め
る
問
題
と
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た 。

（
福
岡
市
南
区

青
木

進）

◆
橋
下
先
生
の
講
演
は
第一
声
か

ら
歯
切
れ
が
良
く 、
心
の
底
か
ら

ス
カッ
と
し
ま
し
た 。
政
治
家
の
件

料パス
を
例
に
出
し
てい
ま
し
た
が 、

国・
県・
市
で
も
同
じ
よ
う
な
無
駄
な

予
算
が
山
の
よ
う
に
あ
る
と
思い
ま

す 。
上
に
立つ
政
治
家・
高
級
官
僚

か
ら
身
を
切っ
て 、
教
育
予
算
を
確

保
し
てい
た
だ
き
たい
もの
で
す 。
そ

の
結
果 、
教
育
費
が
O
E
C
D
内
で

少
な
く
と
も
10
位
内
に
入
る
な
ら

ば 、
素
晴
ら
しい
日
本
の
将
来
が
見

え
て
く
る
と
思い
ま
す 。「
長
岡
藩

の
米
百
俵」
の
精
神
を
思い
出
し
て 。

最
後
に
お
願い
で
す
が 、
破
壊
力 、

発
信
力
抜
群
の
橋
下
弁
護
士
の
政

治へ
の
復
帰
を
切
に
希
望
し
ま
す 。

（
福
岡
県
糟
屋
郡
若
山
正
信）

“
□〗口

に 、
ちょっ
と
驚
か
さ
れ
た 。

そ
れ
で
も 、
講
演
は「
今
は
民
間
人

だ
か
ら 、
好
き
勝
手
しゃべ
り
ま
す」
と

ク
立
て
板
に
水乙
手ぶ
り
身
振
り

付

き
の
独
演
会
で 、
政
治
の
現
状
を

「
意
味
が
分
か
ら
ん」
と
ま
さ
に一
刀

両
断 。「
何
が
言い
たい
か
と
言
う

と
！」

を
連
発
し
な
が
ら
熱
を
帯
び

て
き
て「
政
治
が一
番
や
るべ
き
事
は 、

次
世
代の
為 、
教
育
に
税
金
を
使
う

事」
と
断
じ 、
拍
手
を
浴
び
た 。
ア
ジ

テ
ー
タ
ーの

素
質
十
分 、
会
員
か
ら

「
ぜ
ひ
政
界
に
復
帰
を」
の
声
も
聞

か
れ
た
が 、
さ
て
…
… ゜

（「
鱗」
編
集
長・
手
島

【第23期スケジュ ール】
2019年

6月6日（木） 未定

7月5日（金） 未定

7月31日（水）

8月31日（土）

前川喜平氏
元文科省事務次官

八代亜紀氏
歌 手

口19月23日（月•祝） 未定

も
皆
が
思っ
てい
る
事
を
気
持
ち
の

良い
よ
う
に
語
ら
れ
た 。
国
会
議

員
を
減
ら
す 。
税
金
の
件
で
は 、
ご

自
分
の
大
阪
府
知
事 、
大
阪
市
長

時
代
を
例
に 、
面
白
く
話
さ
れ
た 。

議
員
自
ら
身
を
削
り 、
次
は
役
人 、

そ
し
て
国
民へ 、
と
す
る
と
皆
従
う

と
言
わ
れ
た 。
予
算
の
件
で
は 、
教

育
費
に
もっ
と
もっ
と
注
ぐ
事
と
強

＜
言
わ
れ
た 。

私
は
国
民
年
金
で
細
々
と
暮
ら

し
てい
ま
す
が 、
同
感
で
す 。
医
療
保

険
も
車
の
保
険
に
例
え
ら
れ
た
が 、

そ
う
だ
と
思っ
た 。
投
票
の
白
票
の

件
も 、
私
も
し
てい
る
事
で
す 。
投

票
に
は
必
ず
行
く
け
れ
ど 、
白
票
を

使
う
事
が
あ
り
ま
す 。
橘
下
先
生

の
よ
う
な
方
が
増
え
れ
ば
と
思
う 、

日
本
の
将
来
の
た
め
に 。
今
日
は

気
持
ち
の
良
い一
B
で
し
た 。
あ
り

が
と
うご
ざい
ま
し
た 。

（
福
岡
県
飯
塚
市

市
川マ
サ
子）

●
橋
下
氏
は
テ
レ
ビ
で
し
か
知
り

ま
せ
ん
が 、
言
葉
が
キ
ッ
く 、
自
倍

過
剰
な
所
が
余
り
好
感
持
て
ま

せ
ん
で
し
た 。
で
も 、
会
場
は
2
階

ま
でいっ
ぱい 。
又こ
れ
で
自
信
を
持

た
れ
る
だ
ろ
う
な
と
思い 、
お
話
を

聞い
てい
ま
す
と 、
手
は
ポ
ケッ
ト
に

い
れ
た
ま
ま 。
こ
うい
う
態
度
が
嫌

い
で
す 。
嫌い
な
の
に
交
通
費
を
使い 、

大
切
な
休
日
を
当
て
て
ま
で
講
演

ロ110月18日（金） 1 涌井雅之氏
造園家、東京都市大学特別教授

11月6日（水）

ロ111月29日（金）

ア
ン
ケ
—
卜
の一

部
よ
り
抜
粋・
敬
称
略

会
場
に
来
て
し
ま
う 。
お
話
の
中
で

と
て
も
共
感
す
る
事
に
はつい
拍
手

を
し
て
し
ま
う 。
内
心「い
やい
や
違

う
だ
ろ
う」
と
思っ
てい
る
と 、
ご
本

人
も
分
かっ
て
お
ら
れ
る
よ
うで「い

や
い
や
橋
下 、
違
う
だ
ろ
う
！
と

思っ
てい
る
方
も
…
…」
と
話
さ
れ

る 。
つい
笑っ
て
し
まい
ま
し
た 。
少

し
極
端
で 、
社
会
の
中
で
敵
も
多い

と
言
わ
れ
る
通
り 、
素
直
な
方
だ

と
思っ
てい
ま
す 。
ま
だ
ま
だ 、
こ
れ

だ
け
の
集
客
力
も
あ
り 、
影
響
力

も
大
きい
方
だ
と
思い
ま
す 。
こ
の

ま
ま
お
と
な
し
く
さ
れ
る
事
も
ない

で
しょ
う 。
丸
く
な
ら
ない
で
下
さい 。

プ
レ
ゼン
ト
に
慣
れ
ない
で
下
さい 。

今
後のご
活
躍 、
期
待い
た
し
ま
す 。

（
福
岡
県
飯
塚
市
鹿
倉
京
子）

●
歯
切
れ
のいい
橋
下
さ
ん
の
お
話

を
間
近
で
聞
く

事
が
で
き 、
最
高
で

ス
カッ
と
し
ま
し
た 。
時々
テ
レ
ビ
出

演
さ
れ
る
番
組
は
必
ず
見
て
お
り

ま
す 。
お
話
さ
れ
た
よ
う
に 、
増
税

の
前
に一
番
に
や
るべ
き
事 、
議
員
の

削
減 、
給
与
カッ
ト 、

常
々
思っ
てい

ま
す 。
給
与
な
ど
も
お
聞
き
し
て
驚

き
ま
し
た 。
教
育
費
も
先
進
国で
は

H
本
が
最
下
位 、
こ
れ
も
驚
き
ま
し

た 。
次
世
代
を
背
負
う
子
ど
も
達へ

の
教
育
も一
番
大
切
な
事
と
思い
ま

す 。
税
金
も
生
き
た
使い
方
を
し
て

ほ
しい
と
思い
ま
す 。
橋
下
さ
ん
も

●
前
回
の
西
日
杢
蒙
雨
災
害
及
び

北
海
道
大
地
震
被
災
地
支
援

の
チ
ャ
リ
ティ
ー

募
金
に
は
ー冒贔

●
第
22
期
第
7
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
当
選
者

は
次
の
5
名
の
方
々
で
す 。
橋

下
徹
さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
著

書
を
ロ
ビ
ー

の
事
務
局
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い 。（
敬
称
略）

・
小
田
千
鶴
子
・

神
田

克
子

・
志
岐

博一
・

高
須

矯

•
吉
野
み
ど
り

●
会
報『
鱗』
は
皆
様
の
こ
投
稿
を

も
と
に
編
集
し
て
い
ま
す 。
講
演

や
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
の
感

想
や
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 。

●
2
O
l
9
年
4
月 、
5
月
は
会
場

の
ア
ク
ロ
ス
福
岡『
シ
ン
フォニ
ー

ホ
ー

ル』
が
工
事
の
た
め
使
用

講
演
に
つ
い
て
の
感
想

未定

未定

里見浩太朗氏
俳優、歌手

積゜17日（金） 1元宝塚翌、ぢ悶スタ一

テューク更家氏
ウォ ーキングドクター

内村周子氏
体操の内村航平選手の母

暉 12月19日（木）

2月8日（土）

3月6日（金）

で
き
ま
せ
ん 。
第
23
期
は
変
則

的
に
2
o
l
9
年
6
月
S

2
O
2
0
年
3
月
の
間
に
年

間
12
回
の
開
催
予
定
で
す 。
第

23
期
の
決
定
し
た
講
師
は
左
記

の
と
お
り
で
す 。
講
師
は
現
在

交
渉
中
で
す
が 、
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
か
ら
個
性
豊
か
な
講
師
を
お

招
き
し
た
い
と
思
い
ま
す ゜

●
次
回（
第
9
回・
12
月
20
日）
開

催
時
よ
り
第
23
期
九
州
文
化

塾
の
継
続
申
込
み
を
会
場
で
受

付
い
た
し
ま
す ゜

●
2
o
l
9
年
4
月 、
5
月
は
ア

ク
ロ
ス
福
岡
l
F『
円
形
ホ
ー

ル』
に
て
健
康
を
テ
ー

マ
と
し
た

「
春
か
ら
イ
キ
イ
キ
健
康
講
座」

を
開
催
予
定
で
す 。
第
23
期
の

塾
生
に
2
o
l
9
年
2
月
28
日

ま
で
に
お
申
込
み
の
方
で
ご
応

募
い
た
だ
い
た
方
か
ら
抽
選
で

各
講
座
ー
2
0
名
様
を
無
料

で
ご
招
待
い
た
し
ま
す 。
詳
し
く

は
12
月
に
こ
案
内
い
た
し
ま
す 。

場
内
に
は
看
護
師
が
待
機
し
て
お
り
ま
す0
f
J
 

気
分
が
悪
く
な
ら
れ
た
方
は
お
近
く
の
ス

タ
ッ
フ
ま
で
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い。
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◎ 
I I 月 15 日（木）

講 師
たなか おさむ

田中修氏

テーマ

植物学者、甲南大学特別客員教授

r植物たちの豊かな生き方を学ぶ」

1947年、京都市生まれ。京都大学農学部卒業、同大学院博士課程修了。
スミソニアン研究所（アメリカ）博士研究貝などを経て、甲南大学理工学部教授を務め、現職。農学博士。
専門は、植物生理学。

【著 書】 ※以下単著のみ

「ありがたい植物」(2016幻冬舎新書）
「植物学「超」入門」(2016アイ新書、ソフトバンククリエイテイブ）
「植物はすごい七不思議篇」(2015中公新書）
「植物の不思議なパワー」(2015 NHK出版）
「植物は命がけ」(2014中公文庫）
「植物は人類最強の相棒である」(2014 PHP新書）
「フルーツひとつばなし」(2013講談社現代新書）
「植物のあっぱれな生き方」(2013幻冬舎新書）
「植物はすごい」(2012中公新書）

【主な出演番組】
NHKラジオ「夏休み子ども科学電話相談」「冬休み子ども
科学電話相談」「カルチャーラジオ」「ラジオ深夜便」など
朝日放送ラジオ「おはようバーソナリティ道上洋三です」
NHKテレビBSプレミアム「アインシュタインの眼」
朝日放送テレビ「ガラスの地球を救えスペシャル「ワンダー

アース」」

「タネのふしぎ」(2012アイ新書、ソフトバンククリエイテイブ）
「都会の花と木」(2009中公新書）
「花のふしぎ100」(2009ァイ新書、ソフトバンククリエイテイブ）
「葉っぱのふしぎ」(2008アイ新書、ソフトバンククリエイテイブ）
「雑草のはなし」(2007中公新書）
「入門たのしい植物学」(2007講談社、ブルーバックス）
「クイズ植物入門」(2005講談社、ブルーバックス）
「ふしぎの植物学」(2003中公新書）
「つぽみたちの生涯」(2000中公新書） など

日本テレビ「世界一受けたい授業」
フジテレビ「宇宙一頭のよいワイドショ ー」
BS日テレ「加藤浩次の本気対談『コ ージ魂』」
TBSテレビ「眠くならない超教科書」
テレビ大阪「科学でムチャミタス」 など

各ヽ �m;

Program 

Profi[e 

北岡樹

8th Mini �

2. サンジェルマンヘおいでよ

3. パリの屋根のF

4. 白いバラ

5. 夜の通行人に捧ぐ

6. 水に流して

ョ戸l叫

シャンソンとピアノの演奏

1. シャンソン・メドレ 一

（ろくでなしオ ー シャンゼリゼサントワマミーー恋心ーラストダンスは私と）

※曲目は変更する場合があります。

次回の
7 

ご案内
講 師

テ ー マ

なかぞの

中園ミホ氏 脚本家

木

◎〗
r働くことは生きること

～逆境が私を育ててくれた �J

（きたおかみき）／シャンソン
福岡生まれ、大阪在住。1980年より 、独学で発声を学び、87年シャンソン歌手麻生夏世氏に師事してシャンソンを
学ぶ。90年大阪の老舗シャンソニエ ジルベールベコ ーのオーデイション合格を機にプロに転向、出口美保氏に
師事する。91年にシャンソンでデビュ ー 。97年より毎年ソロコンサ ー トを行い、CDアルバムを5枚シングルを3枚
リリースし、バンド活動も行っている。03年05年と大阪ブルーノートでの昼夜公演も成功させた。最近では、ポップス、
ラテン、タンゴもレパートリーに加え、S ・ミッキーズのバンド活動もしている。このメンバ ーとのCD〔M訳I入を゜6年6月l日
に発売。他にCD[セピア色の風］「97年リサイタルライヴ盤」。心を歌い上げる奥深い声と表現力には定評がある。
定期コンサ ートは大阪、東京、福岡、伊勢など。ライブハウス（ベコ ー、アートクラブ、ミスタ ーケリーズ、パリ野郎、ラグ

--- タイム大阪、アートカフェフレ／ス、ノヴェンバ ーイレブンス、QUI, 池之端QUI、アミドシャンソンなどに出演）、ホテルの
デイナーシヨ ー、ワ ールドクルージングの工ンタ ーテイメントなど出演多数。過去には高英夫、深緑夏世、石井好子、坂本スミ子他た＜さんの
方々とステ ージで共演も果す。ボランティア活動も活発に行い、特に子供たちに向けてのチャリティー コンサ ー トに力を入れている。
数年前にはペルーのクスコでコンサ ートに参加した。

佐藤金之助（さとうきんのすけ）／ピアノ
音大ピアノ科在学中より演奏活動開始。レストランなどの
生演奏、t専覧会のパビリオンでの演奏、作曲等する。
その後、東京にて著名アーテイストのツアーメンバーとして、
全国を回る。活動の拠点を出身地の福岡に戻し、現在
はシャンソン伴奏・指導を筆頭に、主にビ ーリング系ピアノ
を弾き、北海道から沖縄まで全国津々浦々出向き、各種
コンサ ート、ライブに出演している。大柄な体格のイメ ージ
とは裏腹に優しい音使いを得意とする。最近はシャンソン

歌手としての活動も展開中。フランス•スペイン等海外公演に出演。海援隊·千葉
和臣、女優 ・ 渡辺えり 各氏との共演もある。（特非）日本シャンソン ・カンツォ ー ネ
振輿協会理事。

〗

£
閃‘一

第22期

第 7回

前回のミニコンサ ー ト

10/19(金）

川波宰恵さんのバンドネオン演奏

次回のミニコンサ ー トは、 rRKB アナウンサーによる朗読」をお楽しみいただく予定です。

見
事
な
紅
葉
を
見
る
時
期
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た 。
今
年
の
夏
の

暑
さ
が
懐
か
し
く
さ
え
感
じ
る

ほ
ど
秋
真
っ
盛
り
！

橋
下
徹
さ
ん

の
講
演
会
は
静
か
な
秋
と
い
う
よ

り
夏
を
感
じ
さ
せ
る
熱
い
思
い
で

時
局
を
斬
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

そ
の
タ
イ
ト
ル
に
因
ん
で 、
今
回

は
尖
が
っ
た
花
た
ち
を
集
め
て
い

ま
し
た 。
オ
レ
ン
ジ
の
ス
ト
レ
リ
チ

ア 、
ユ
リ
も
花
び
ら
が
尖
が
っ
た
も

の 。
ア
ン
ス
リ
ュ
ー

ム 、
紫
の
バ
ン
ダ 、

ハ
ラ
ン
の
菓 、
キ
イ
チ
ゴ
の
葉 、
と

げ
と
げ
の
エ
リ
ン
ジ
ュ
ー

ム
な
ど 。

そ
ん
な
尖
が
っ
た
も
の
の
中
で
可

愛
ら
し
く
て
目
立
っ
て
い
た
枝
は

工
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ 。
紅
い
さ
＜
ら
ん

ぼ
の
よ
う
な
小
さ
い
実
で
す
が 、

タ
イ
ト
ル
と
は
反
対
に
橋
下
徹

さ
ん
の
明
る
く
て
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

な
印
象
に
ぴ
っ
た
り
の
枝
で
し
た 。

協力：フラワ ー ショップ
アヴィ ー ダ




